
日
々
は
、
学
生
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
は
い
ま
だ
収

ま
ら
ず
、
感
染
者
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
も

本
年
は
、
教
祖
百
四
十
年

祭
に
向
か
う
三
年
千
日
の

歩
み
が
ス
タ
ー

ト
を
切
る
、
大

切
な
年
で
す
。

静
岡
教
区
の

学
生
会
と
し
て

は
、
何
と
か
こ

の
旬
に
学
生
さ

ん
の
ス
タ
ッ
フ

を
迎
え
、
学
生

会
が
主
体
と
な
っ

て
会
活
動
を
進

め
て
い
く
体
制

を
整
え
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
足
掛

か
り
と
し
て
、

ま
た
、
一
年
間

の
学
生
会
活
動

の
集
大
成
と
し

て
、
同
時
に
会

活
動
の
ス
タ
ー

ト
の
位
置
に
あ
る
の
が
３

月
28
日
に
お
ぢ
ば
で
開
催

さ
れ
る
「
春
の
学
生
お
ぢ

ば
が
え
り
」(

以
下
、
春

学
）
で
す
。

こ
の
春
学
に
、
静
岡
教

区
と
し
て
今
年
は
30
名
の

参
加
者
と
臨
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
私
は
今

で
こ
そ
学
生
会
活
動
に
学

生
担
当
委
員
会
（
以
下
、

学
担
）
と
し
て
携
わ
っ
て

お
り
ま
す
が
、
自
身
が
学

生
時
代
に
は
学
生
会
活
動

が
大
嫌
い
で
し
た
。
勝
手

な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
学

生
会
に
行
っ
て
い
る
子
は

お
道
に
や
た
ら
と
熱
く
て
、

や
た
ら
と
行
事
に
勧
誘
し

て
く
る
。
仕
方
な
く
参
加

し
た
行
事
で
は
、
み
ん
な

が
円
に
な
っ
て
暗
い
顔
で

話
し
合
っ
て
い
る
。
「
ど

う
思
う
？
」
と
聞
か
れ
て

も
、
そ
も
そ
も
何
の
話
を

し
て
い
る
の
か
も
分
か
ら

な
い
。
「
な
ぜ
そ
こ
で
俺

に
振
る
？
」
と
誘
っ
た
子

を
恨
み
ま
し
た
が
、
「
ん
？

え
え
ん
ち
ゃ
う
か
な
ぁ
」

と
当
た
り
障
り
な
く
答
え

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
学

生
会
の
印
象
は

悪
で
し

た
。し

か
し
、
同
じ
大
教
会

の
先
輩
が
い
つ
も
誘
っ
て

く
る
の
で
す
。
そ
の
先
輩

は
高
校
の
寮
の
先
輩
で
も

あ
っ
て
、
簡
単
に
は
断
れ

な
い
。
当
時
の
寮
の
上
下

関
係
は
、
何
よ
り
も
絶
対

的
な
も
の
で
す
。
そ
ん
な

先
輩
か
ら
の
誘
い
で
す
が
、

学
生
会
が
大
嫌
い
な
私
は

断
り
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
時
フ
ッ

と
「
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い

と
、
あ
の
先
輩
に
悪
い
な
」

と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
行
事
の
企
画

運
営
に
携
わ
り
、
行
事
に

大
勢
の
参
加
者
が
で
き
た

時
の
喜
び
を
知
っ
て
、
今

で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
。

学
生
会
活
動
の
魅
力
は
、

同
じ
世
代
の
仲
間
と
一
緒

に
行
事
を
企
画
し
、
運
営

し
て
い
く
こ
と
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

一
人
で
も
多
く
の
方
に
来

て
も
ら
え
る
の
か
。
ど
う

し
た
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る

の
か
。
そ
こ
に
真
剣
に
取

り
組
む
中
に
不
思
議
な
友

情
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
一

生
の
友
達
と
な
り
ま
す
。

私
も
学
生
会
活
動
に
取
り

組
む
中
に
運
命
的
な
出
会

い
が
あ
り
、
信
仰
の
上
で

の
疑
問
や
困
難
な
こ
と
が

あ
る
時
に
頼
る
友
人
が
で

き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

３
月
28
日
の
春
学
の
こ
と

も
相
談
し
て
い
ま
す
。

私
が
学
担
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
、
色
ん
な
場
面

で
声
を
か
け
て
き
ま
し
た

が
、
案
外
「
学
生
会
の
活

動
に
参
加
し
な
さ
い
」

「
行
事
に
参
加
し
て
も
い

い
よ
」
、
そ
う
思
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
会
長
さ
ん
、
奥
さ

ん
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
「
う
ち
の
子
は
そ

う
い
う
の
苦
手
だ
と
思
う

ん
だ
よ
ね
」
「
部
活
が
あ
っ

て
む
り
だ
と
思
う
ん
だ
よ

ね
」
と
、
本
人
に
声
を
か

け
る
前
か
ら
決
め
て
い
て
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本
人
ま
で
声
が
届
い
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。
何

と
か
そ
こ
で
背
中
を
押
し

て
い
た
だ
き
、
学
生
会
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
促

し
て
も
ら
い
た
い
と
切
に

願
い
ま
す
。

今
の
学
担
の
ス
タ
ッ
フ

は
素
晴
ら
し
人
材
が
揃
っ

て
い
て
、
間
違
い
な
く
参

加
し
て
く
れ
た
子
に
は
満

足
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え

る
と
確
信
を
し
て
お
り
ま

す
。
一
年
の
集
大
成
の
春

学
で
は
、
大
勢
の
参
加
者

を
頂
い
て
、
静
岡
教
区
の

学
生
会
が
盛
り
上
が
っ
て

い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
集
ま
り
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を

読
ま
れ
た
方
は
漏
れ
な
く

お
近
く
の
学
生
さ
ん
に
春

学
の
声
掛
け
を
し
て
頂
き
、

人
生
の
貴
重
な
出
会
い
も

あ
る
学
生
会
活
動
へ
の
参

加
を
促
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

教
区
学
生
担
当
委
員
長

岡
野
多
吉
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西
遠
支
部

山
名
大
教
会
部
属

和
加
道
分
教
会

三
代
会
長

森
田

直
晃

立
教
百
八
十
五
年
十
月
二
十

六
日
、
立
教
の
元
一
日
に
、
御

存
命
の
教
祖
の
御
前
に
て
三
代

会
長
の
理
の
お
許
し
を
頂
き
ま

し
た
。
教
祖
百
四
十
年
祭
三
年

千
日
を
目
前
に
迎
え
る
時
旬
に

会
長
交
代
の
節
目
を
頂
け
た
こ

と
に
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
十
一
月
十
三
日
に
大
教

会
長
様
の
御
臨
席
を
賜
り
、
上

級
会
長
様
御
夫
婦
、
来
賓
の
先

生
方
を
は
じ
め
大
勢
の
皆
様
方

に
は
、
御
多
忙
の
中
御
参
拝
頂

き
、
三
代
会
長
就
任
奉
告
祭
を

勤
め
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
を
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

和
加
道
の
道
は
、
昭
和
の
五

年
に
曽
祖
母
に
当
た
る
森
田
し

の
が
仮
死
状
態
の
重
患
に
陥
っ

た
時
、
一
座
の
お
さ
づ
け
で
鮮

や
か
な
ご
御
守
護
を
頂
き
、
曽

祖
父
で
あ
る
森
田
与
作
が
末
代

に
亙
っ
て
こ
の
道
の
信
仰
に
つ

く
す
心
を
定
め
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
祖
父
で
あ
る
森
田

辰
雄
が
教
祖
八
十
年
祭
の
旬
に

よ
ふ
ぼ
く
信
者
が
一
手
一
つ
に

な
っ
て
昭
和
四
十
二
年
に
教
会

設
立
の
お
許
し
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
神
殿
普
請
や
境
内

地
拡
張
な
ど
、
今
の
姿
が
あ
る

の
は
親
神
様
・
教
祖
の
御
守
護

は
申
す
ま
で
も
な
く
、
歴
代
の

会
長
様
、
諸
先
輩
方
、
よ
う
ぼ

く
信
者
の
皆
様
が
、
一
手
一
つ

に
お
道
を
お
通
り
下
さ
れ
た
お

蔭
で
あ
る
と
、
心
よ
り
有
難
く

思
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
若
輩
者

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
夫
婦
揃
っ

て
旬
の
風
に
し
っ
か
り
と
乗
り
、

教
祖
の
ひ
な
が
た
を
た
ど
り
、

教
祖
に
も
た
れ
て
成
人
の
道
を

一
歩
一
歩
前
進
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す

新
任
・
教
会
長
に
就
任
し
て

道
友
社
の
新
刊
書

続

お
や
さ
ま
の
情
景

価
格:

990

円(

税
込)

【
内
容
紹
介
】

教
祖
の
お
心
に
ふ
れ
、
確
か
な

道
へ

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』

を
４
コ
マ
絵
本
で
身
近
に
！

『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』

の
お
話
を
、
４
コ
マ
の
絵
と
文

で
紹
介
す
る
第
２
弾
。
『
人
間

い
き
い
き
通
信
』
の
不
定
期
連

載
に
、
描
き
下
ろ
し
の
２
篇
を

加
え
た
12
篇
を
収
載
。
各
話
に

解
説
付
き
。

【
本
書
に
出
て
く
る
逸
話
】

七

「
真
心
の
御
供
」

二
一

「
結
構
や
、
結
構
や
」

三
三

「
国
の
掛
け
橋
」

六
二

「
こ
れ
よ
り
東
」

六
四

「
や
ん
わ
り
伸
ば
し

た
ら
」

七
一

「
あ
の
雨
の
中
を
」

七
二

「
救
か
る
身
や
も
の
」

一
〇
〇

「
人
を
救
け
る
の
や
で
」

一
三
七

「
言
葉
一
つ
」

一
三
九

「
フ
ラ
フ
を
立
て
て
」

一
四
四

「
天
に
届
く
理
」

一
九
〇

「
こ
の
道
は
」

Ａ５判変型・並製 ／オールカラー／８０ページ
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事
情
願
書

○
任
命
願
・
臨
時
祭
典
願

７
件

教
区
受
付
日

５
月
14
日

静
宏
分
教
会

（
静
岡
）

５
月
14
日

静
葵
分
教
会

（
静
岡
）

６
月
19
日

岡
部
分
教
会

（
益
津
）

８
月
29
日

笠
井
分
教
会

（
山
名
）

９
月
10
日

錦
道
治
分
教
会
（
錦
江
）

９
月
18
日

和
加
道
分
教
会
（
山
名
）

９
月
25
日

焼
津
南
分
教
会
（
益
津
）

12
月
７
日

東
戸
倉
分
教
会

○
移
転
願
・
臨
時
祭
典
願

○
恒
例
祭
日
変
更
願

10
月
18
日

浮
穴
分
教
会

（
山
名
）

○
移
転
建
築
願

８
月
20
日

愛
畠
分
教
会

（
愛
静
）

○
建
築
模
様
替
及
神
殿

修
築
並
屋
根
葺
替
願

○
遷
座
祭
日
願

10
月
14
日

犬
居
分
教
会

（
山
名
）

○
神
殿
建
築
願

○
遷
座
祭
日
願

９
月
18
日

日
赤
分
教
会

（
阪
東
）

○
神
殿
増
築
願

６
月
24
日

城
山
大
教
会

（
本
部
）

○
臨
時
祭
典
願

２
件

（
創
立
130
周
年
記
念
祭
）

６
月
24
日

城
山
大
教
会

（
本
部
）

７
月
25
日

下
田
分
教
会

法
人
願
書

○
境
内
地
及
境
内
建
物
拡
張

承
認
並
飛
地
境
内
地
承
認
願

３
月
25
日

下
田
分
教
会

（
山
名
）

○
飛
地
境
内
地
及
境
内

建
物
拡
張
承
認
願

１
月
22
日

愛
町
分
教
会

（
麹
町
）

（
愛
中
布
教
所
）

○
飛
地
境
内
地
及
境
内

建
物
承
認
願

８
月
20
日

愛
駿
分
教
会

（
愛
静
）

○
基
本
財
産
一
部
処
分

承
認
願

６
件

３
月
11
日

本
静
鹿
分
教
会
（
東
本
）

７
月
23
日

南
遠
分
教
会

（
山
名
）

７
月
23
日

富
士
分
教
会

（
山
名
）

８
月
21
日

島
田
分
教
会

（
益
津
）

９
月
29
日

志
静
分
教
会

（
津
）

10
月
６
日

愛
駿
分
教
会

（
愛
静
）

○
基
本
財
産
一
部
交
換

承
認
願

８
月
４
日

山
名
大
教
会

（
本
部
）

○
特
命
代
表
役
員
任
命
願

２
件

８
月
４
日

龍
駿
分
教
会

（
佐
野
原
）

静
相
分
教
会

（
白
羽
）

○
宗
教
法
人
合
併
承
認
願

10
件

１
月
16
日

湖

西

→

濵

名

１
月
22
日

本
翠
松

→

本

翠

１
月
29
日

静

相

→

白

羽

３
月
31
日

鎮

玉

→

西
大
濱

５
月
12
日

佐
倉
町

→

佐
野
原

６
月
25
日

萩

間

→

白

羽

９
月
10
日

八
丈
島

→

佐
野
原

９
月
18
日

釜
石
白
浜
→

伊

東

11
月
５
日

龍

駿

→

龍

南

12
月
７
日

東
横
濱

→

北

豆

○
教
会
規
則
変
更
承
認
願

13
件

３
月
25
日

錦
増
分
教
会

（
錦
江
）

３
月
25
日

錦
行
陽
分
教
会
（
錦
江
）

３
月
25
日

錦
春
分
教
会

（
錦
江
）

３
月
25
日

錦
道
分
教
会

（
錦
江
）

４
月
19
日

吉
永
分
教
会

（
益
津
）

４
月
19
日

瀬
戸
川
分
教
会
（
益
津
）

４
月
25
日

吉
田
分
教
会

（
白
羽
）

６
月
30
日

宇
佐
美
分
教
会
（
嶽
東
）

８
月
４
日

中
静
分
教
会

（
山
名
）

８
月
４
日

巴
上
分
教
会

（
岐
美
）

８
月
４
日

明
駿
分
教
会

（
高
安
）

８
月
10
日

本
翠
分
教
会

（
東
本
）

12
月
14
日

焼
津
南
分
教
会
（
益
津
）

○
承
認
書
再
下
附
願

４
月
19
日

美
和
分
教
会

（
益
津
）

令
和
４
年

教
区
提
出
願
書
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